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プス28日p マッサー ジ， 33日，訓練32日，入院69日で
ある．肩p 肘関節機能障害状一般に肘関節に近い骨折
に発生，腕関節障害i主訓練前には一応症例の大多数に






























































































Pious Papillorraで C.S.F.の Overpioducticnによ
るC0mmunicatinghydrocephalusを来す事は Bucy,
Kahn, Drucher, Matson, Ray & P町 k,Sowonder等
により報告されておりp 第2例はその疑いが濃いが確
証されていない．
第3例では図形腫蕩の他に3 小脳虫部右部より右小
脳楽球に鉱った褒瞳が認められた．
質問 安 藤
爽撤上にみられる本疾患の治療成績如何．
答
Plexus Papillomaの治療成績について．
第W脳室よりa発生した ChoroidPlxus PapiJlomaの
予後は慈し我々の症例では生存例はなし＼
Wilkins等は無理に外科的侵襲を加える事を避けp
X線療法叉は部分切除とX線療法を併用する事を推奨
している＿ Kahn等はX線療法に疑問を持っているよ
うである.Kahn, Wilkins等の症例をみれば側脳室か
ら発生したものの予後は比較的良好なようである．
(2) Paget氏病の l例
（抄録禾提出）
外E 三木成仁，大安手！？一
(3) 教室における肺癌53例
外E 長瀬正夫
昭和26年以降，木年4月迄に我々がれ吸った原発性
肺痕53例について一括報告した．
肺癌もまた，他臓器の癌と同様p 早期診断，早期手
術が診療の根本原則であることは云う迄もなしその
重要性が諸宗によってくり返し強調されて来たが2 我
々の症例からみた限りにおいてはp 早期症例措：増加す
るような傾向は全くみられず，逆にp 入院時既に手術
不能又はそれに近い状態のものが却って増加する傾向
にある.Overholtのいう無症状期に健康診断で胸部レ
線像に異常陰影を発見された症例が11例あるがp その
うち，積極的に肺癌とに鑑別を志したものはp 我々の
l例のみであって， 他のIO例lt全て結核療法を受ける
か，又は経過を観察していたというにすぎず，異常陰
影発見から入院迄の平均経過期間は9.8ヵ月であって，
全症例の平均7.2ヵ月よりも 2ヵ月半も長いのである．
叉誤って結核として治療された者は31年以前では21例
中7例であったのに対してP 32年以降では32例中14例
と却って増加する傾向にある．肺癌の治癒率がいっこ
うに向上して来ない原因の少くとも一部はこのよ うな
事情に求めるべきであろう．
